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課題の分類 ；
研究課題名 ； りんご害虫の交信攪乱剤を活用した減農薬防除
（交信攪乱剤を活用した減農薬防除技術 (1) りんごのハマキムシ類とシンクイムシ類）

担当部署 ； 上川農試研究部病虫科 協力分担 ； 南留萌地区農業改良普及センタ－
予算区分 ； 道費 研究期間 ； 2001～2003年度(平成13～15年度)

１．目 的
交信攪乱剤による減農薬栽培の推進を図るため，交信攪乱剤の有効性や天敵類への影響を評価し，

コスト低減を含めた利用法の検討，利用にあたって注意すべき問題点などを整理した

２．方 法
1) 交信攪乱剤の有効性の評価 交信攪乱園と慣行防除園での害虫発生動向，被害程度を比較。
2) 効果に影響を及ぼす気象要因の解析 最低気温,日平均風速,フェロモントラップでの誘殺消長か

ら解析。
3) コスト低減に向けた利用体系の検討 単剤（シンクイコン）利用への切り替えによる防除体系の

検討。
4) フェロモントラップ利用上の注意点 近似種の種類や誘殺消長などについて調査。

３．成果の概要
1) 交信攪乱剤の有効性の評価
① モモシンクイガについては交信攪乱剤コンヒューザーＲの防除効果が確認された（表1）。ハマ
キムシ類については密度が低く判定できなかった。キンモンホソガについては攪乱成分を含むコン
ヒューザーＡの防除効果は不十分であった。
② 天敵類に対する影響；ハダニ類の天敵であるカブリダニ類は，発生密度が低く判定できなかった。
キンモンホソガの寄生蜂では，寄生率の調査結果から殺虫剤散布の影響が大きいと判断された。
③ その他の害虫；ハダニ類については殺ダニ剤の散布回数は同じで影響は不明であった。交信攪乱
園では殺虫剤散布回数の低減によって，展葉期にマイマイガを主体とする鱗翅目幼虫被害が増加し
た。夏季以後にはリンゴサビダニが多発する園地が目立った。

2) 交信攪乱剤の効果に影響を及ぼす気象要因の解析
① 気温の影響は特に考慮しなくて良い。風速との関係では，増毛町で日平均風速0.5m/s以下，余市
町で1.5m/s以下になる時期に高まる傾向がみられた。2m/s以上の強風が吹く園地では防風ネットを
展張するなどして風速を弱める(図1)。
② モモシンクイガの の誘殺数は，最低気温15℃以上になる時期に増加する傾向が
みられた。誘殺消長と産卵消長は符合するが，交信攪乱園では成虫の発生動向を で
把握できないため，最低気温15℃以上になる時期から産卵状況の観察を始めるのが良い(図1)。

3) コスト低減に向けた交信攪乱剤利用体系の検討
① 交信攪乱剤利用園の殺虫剤散布回数は，慣行防除園の1/3～1/2であったが，交信攪乱剤の価格が
高いため，薬剤費用は慣行防除より2～7％高くなっている。
② 交信攪乱園の害虫相調査結果をもとに，交信攪乱剤を複合剤（コンヒューザーＲ）からモモシン
クイガのみを対象とした単剤（シンクイコン）利用に切り替えた場合，薬剤費用は慣行防除より2
7％節減される。
③ コンヒューザーＲまたはシンクイコンの対象外害虫であるキンモンホソガの成虫発生期は有効積
算温度を用いて推定でき，その防除適期は第2回成虫発生期である(図2)。本時期は，モモシンクイ
ガの産卵期にあたることから，薬剤を選択することで両害虫の同時防除が可能である(図3)。

4) フェロモントラップ利用上の注意点

③ ナシヒメシンクイの には，近似種が多く誘殺され，道内での利用には適さない。
5) 交信攪乱剤利用技術指針の策定



表1 交信攪乱剤利用による減農薬栽培園での害虫および天敵類などへの評価一覧

評 価 交信攪乱剤の有効性の評価 天敵類への影響 対象外害虫の発生

ﾓﾓｼﾝ ﾊﾏｷﾑ ｷﾝﾓﾝ ﾅｼﾋﾒ ｶﾌﾞﾘﾀﾞ 寄生蜂 ﾊﾀﾞﾆ ﾘﾝｺﾞｻ 鱗翅目
剤 ｸｲｶﾞ ｼ類 ﾎｿｶﾞ ｼﾝｸｲ ﾆ類 類 ﾋﾞﾀﾞﾆ 幼虫

ｺﾝﾌｭ-ｻﾞ-R ○ ？ (×) ？ ？ ○ － 増加 増加

記号 ○；有効または影響小さい，×；効果認められない， ？；効果または影響不明
注，1) キンモンホソガに対する評価は，コンヒューザーＡで行った。

2) 対象外害虫の増加は，交信攪乱剤利用によって殺虫剤散布回数を低減したことによる。

交信攪乱剤は6月上旬までに設置する。
図3 交信攪乱剤単剤（シンクイコン）を利用した減農薬栽培の防除体系フロ－図

４．成果の活用面と留意点
1) 本成績は，りんごの交信攪乱剤利用による減農薬栽培に活用する。
2) 交信攪乱剤の利用にあたっては，

５．残された問題とその対応
1) 交信攪乱剤利用地域における害虫発生動向の把握方法
2) 交信攪乱剤の効果を補完する減農薬防除技術の確立

図1 気温（pm9,最低），夜間風速（pm7-
am6）とモモシンクイガ誘殺消長の関係

図2 キンモンホソガフェロモントラップでの誘殺消長
（折れ線），100葉あたりmine数（黒棒），および有効
積算温度から算出される成虫発生期（白抜き矢印）
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